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（午後　１時３０分　開会）

■日程第１　会議録署名委員の指名について

　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、山本委員を指名。

■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。

<質疑>

○　委員　　　　　１日で了承。

■日程第３　平成３１年第１回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

　学校教育課、久保課長から会議録について説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、２月（１月２５日から２月２２日）に出席した行事等について

報告。

　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>

○　特になし。

■日程第５　議案　第１号　東かがわ市都市公園条例の一部を改正する条例について

■日程第６　議案　第2号　東かがわ市都市公園条例施行規則の一部を改正する規則について

議案１号、２号について、生涯学習課・中川課長から一括して説明。

　

<質疑>

○　特になし。

■日程第７　議案　第３号　東かがわ市要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱の一部を改正する告示について

学校教育課・十河主査が説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第８　議案　第４号　東かがわ市立小中学校事務共同実施要綱の一部を改正する訓　

令について

学校教育課・十河主査が説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第９　議案　第５号　東かがわ市スポーツ推進計画について

生涯学習課・中川課長から説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第10　議案　第６号　平成31年３月議会定例会提出「平成30年度教育関係補正」

について

学校教育課・久保課長、生涯学習課・中川課長から３月補正予算について説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第11　報告　第１号　平成31年度一般財団法人東かがわ市スポーツ財団の事業計画に関する書類の報告についてを議題とする。

生涯学習課・中川課長が説明

<質疑>

○　山本委員　　　　2ページ、5の「東かがわ市との協働について」の中で、下の東京オ

リンピック・パラリンピックのホストタウン事業に関連した取り組みで、決定しているものや検討中のものはありますか。

○　中川課長　　　　ホストタウン関係で確実に決定しているのは、ソフトボール関係で、香港との協定も結び、ホストタウン事業、国際交流事業の中で動いております。フェンシングでは、全日本選手が来たり、それぞれの合宿誘致の話もありましたが、これにいては外国との協定等は結べておりません。来年度、再来年度の本番に向けた動きが出てこようかと思います。

また、今年度、柔道関係でインドネシアとの関係もございましたが

まだ話が詰められておりません。今後はこの三種目との協議が進ん

でいくと思っております。

■日程第１２　報告　第２号　幼稚園における登園許可書（登園届）の取り扱いについて

　子育て支援課、六車副主幹が説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第１３　報告　第３号　教育振興審議会答申につい

　学校教育課、岸本副主幹が説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　1ページ、しかしながらを取り、「社会構造の変化等により教育などに関する課題が複雑化や多様化学校や教師だけでは解決できない課題が増えている。とりわけ市内小中学校の運営においては」をここに入れれば一つの背景が入ってくると思います。次に、４ページ部活動の運営のところです。「1　部活動方針等の作成」のところで次に「２適切な活動時間や休養日の設定」とあります。後ろと関連してきますが、２のところに指導にかかる体制を入れたらどうかと思います。これは最後に部活を作らないと言うところに関連してきますが、「校長が生徒や教師の数、部活動指導員の数、配置を踏まえ、指導内容の充実。生徒の安全確保、教師の長時間勤務の解消などの観点から円滑に部活動を実施出来るよう適切な数の運動部を創設する」と入れておく方がよいと思います。「教育委員会は部活動指導員を積極的に配置する」を入れ、適切な活動時間や休養日の設定を３に換え、①3行目、少なくとも１日以上休養日とする。の後に※を付けて週末に大会参加等で、２日間とも活動した場合は、休養日を他の日に切り替え、週あたり２日の休養日を確保する。その際、事前に校長の承認を得る。と言うことを入れてはどうかと思います。

②では、１日の活動時間が入っていないので、「１日の活動時間は、２時間から３時間、学校の休養日（学期中の週末も含む）出来るだけ短時間に合理的でかつ効率的、効果的な活動を行う。また大会等で活動時間が２時間から３時間程度超える場合は、事前に校長の承認を得る。」このあたりをきっちりとおさえておいた方が良いと思います。３時間で切った方が良いかと思いますが。

次に、早朝練習が入っていない。朝練習をしている所もあるので、早朝練習を実施する場合は、発達段階で生徒の負担にならないように配慮し、市内でも統一した方が良いと言うことを載せたほうがよいかと思います。開始時間等はどの部活も30分程度とする。といったことを入れてはどうかと思います。

５ページ２行目、必要であると考える。の後に「また、長期休業中は部活動以外にも多様な活動を行うことが、出来るようある程度長期の休業期間を設ける」として長期の休業中はいろんな事ができることを配慮するようにした方が良いのではないかと思います。（２）②のはじめに、学校長は各部が参加する大会、コンクール等を把握し、大会などを生徒や部活動顧問の過度な負担とならないよう参加する。原則水曜日これは小学校の関係ですか。

○　教育長　　　　　中学校の英語もあります。

○　向山委員　　　　６ページ下から12行目、「学級経営とは異なる指導が求められる」これはどんな指導なのかお聞きしたい。それから「そのために指導者は、生徒のリーダー的な資質能力を育成するとともに」とありますがリーダー的というところは削除してもいいのではないかと思います。健康管理のところで、中体連はこんなことをしているんですが、インフルエンザで学級閉鎖になった学級の生徒は、県大会に出られない。インフルエンザになっていないけれども大会出場が認められない。私が現職の時に実際にあった話で、地区大会で優勝し県大会の時に学級閉鎖で本人はかかっていなくても出られなかった。ですからインフルエンザ等で学級閉鎖になった場合も選手は大会に参加できないなどこれについても入れといた方がいいと思います。

10ページ①練習試合、大会等への参加のところで、大会というのを削除したらいいと思います。たとえば、練習試合は月２回までとするなどと回数を入れておいた方が良いと思います。

11ページ（２）部活の創部を検討する場合のところで、「創部を検討する場合は教育委員会とも連携しながら充分検討する」と言う一文を入れた方が良いと思います。

13ページの「合同部活動方式」アのところ、隣接するとなっていますが、東かがわとさぬき市はできますが高松市や西の方は合同チームにさせてもらえない。ソフトボールの話を先ほどしていましたが、さぬき市の学校に１チーム単独チームができているがそれ以外は少ない人数でチームが組めない。中体連の方針で保護者、生徒、先生の理解を得られれば入れますが現在チームが組めるのになかなか理解は得られない。

大会に出られなくなりますが中体連ももっと柔軟に考えてもらいたいと思いますが。

○　山本委員　　　　土・日などの休日練習については保護者の責任において行う。ここがちょっとひっかかります。このあたりどうするのかきちっと決めておかないと、事故はいつ何が起こるか分かりませんので。知り合いを乗せたりといろんなケースが出てくると思いますので、ここはもっと検討すべきでないかと思います。８ページの活動中の事故防止策の中でグラウンドの凹凸、体育館の床や留め具の破損などとありますが、これの確認は指導者がすることになるんですか。

施設の維持管理の関係はどうなるんですか。

○　向山委員　　　　これは部活顧問や授業前には教科の担当が見ていますよ。

○　教育長　　　　　それは当然見ていると思います。基本的なメンテナンスや毎月のメンテナンス等。

○　山本委員　　　　野球するとなったら顧問はグラウンドまで全部確認するんですか。

○　向山委員　　　　グラウンドもさっと一週まわって見ていますよ。ただ細かい用具までは使っている間に壊れる時もあるかもしれませんが。

○　山本委員　　　　指導者の責任はものすごく大きいですね。

③は削除していますがその時にはどんな話になったんですか。

○　岸本副主幹　　　たとえばバスに乗る場合、先生がいない時に何かあった時の責任がとれるのか、怪我をした時に応急処置をする者がおらず、重大事故が起こった時に指導者に責任が問われるのではないかなどどこまでが管理なのか、やはり登下校と同じような形で家から出たら学校の管理下にあるのではないか。

○　向山委員　　　　スポーツ傷害保険は移動中も出るんでしょう。

○　教育長　　　　　保険は出るのですが、部活動というのは学校の教育活動というところがあるのでもめるのです。送迎についても学校の教育活動となってきたら普段の教育活動と一緒で、家から出たらもう学校の責任ということになっている訳なので、当然部活動もそのように解釈されてしまう。そうすると保護者が送り迎えするということに当てはまらない。ところが現実は昨日も会議で出ましたが、社会体育のバドミントンや陸上は実際に親が送迎している。だいたいは中体連の大会に参加している。こういった矛盾はあるわけで、合同チームになったりすると練習も全部スクールバスといった事になってしまう。公の責任で対応していかなければいけないのかと思いますが、原則はそういう方向に進んで行くべきだと思いますが、急にそうするのは難しいのでまだ結論が出ていません。部活動は極力外部の指導者、社会体育、生涯スポーツの方に位置づけて行くのが方向性としてはいいのではないかという流れもあり、基本的なスタンスを持ちながらやっていく。公なので顧問が取り仕切っているとかそういう所も変えなければならないし、練習も大会も学校の校長、学校、教育委員会も全部把握している基本的なスタイルにしていかなければいけないという感じです。

○　向山委員　　　　一端把握して、それから離していくのがいいと思います。

○　山本委員　　　　教育長から話があったように、家を出たら後は学校の責任ということですか。

○　教育長　　　　　かつて通学の途中で事故があり、最高裁の裁判になり学校の責任になってしまった。ですからすごく問題になって先生方が一生懸命になって登下校のケアをするようになったんです。今は、学校の先生の仕事ではないと国は言いますが、かつて国からのそんな判決が出ているのに矛盾している。

これについては、これから協議していかなければならない。

今の生徒数から考えると合同チームになっていくだろうと思いますが。

○　樫原委員　　　　東かがわ市チームとして出ても大会側としては受け入れてをしてくれない、中体連のことをお聞きしましたが、今のルールでは駄目なんですね。

たとえばA中学校の中にB中学校の子が一人入っていてもA中学校として出るのは参加できるけれど、合同チームという名前では駄目なんですね。

○　向山委員　　　　でも、A中学校の保護者、生徒、先生が納得すると出られます。しかし、親は他校から選手が来ることによって同校の生徒がレギュラーから外れるような事はなかなか納得できないのが現状です。

○　樫原委員　　　　今、部活の関係でAからBに移ることも認められているじゃないですか。

児童生徒は現住居地の小中学校に進学することを原則とし、部活動等の入退部を理由で進学変更は認めないと書いていますが、現にそれで行っている子もいますよね。

○　教育長　　　　　今は認めているけれど将来的には認めない方向がいいのではないか。ただ中体連の大会に出られないとか送迎に関する問題や毎日の練習もそうですがいろいろな課題をクリアしていかないと。

○　樫原委員　　　　できれば地元の中学校にいける方が友達関係もいいので。

○　教育長　　　　　基本はその方がいいかと思いますが。

○　山本委員　　　　中体連との兼ね合いがものすごくあるわけですか。

○　樫原委員　　　　中体連に対して意見は出せないんですか。

○　久保課長　　　　そのあたりは今後要望を強く働きかけていく必要があると思います。昨日の会議の中でもその部分が一番ネックになっているということでした。

移動の安全対策などはこれから考えて行く必要があると思いますし、体制づくりはできると思います。昨日の会議のなかでもジュニアの指導者の方々、非常に熱心な方々もおいでますのでそういった方の指導の下で活躍してきた小学生が中学校に上がったら部活動が無いと言うのが今の問題ですので、そのことで学校を変わらなければならないと言う問題を解決するためには、自分の校区の学校に行きながら部活動が続けられる体制づくりを考えていきたいと思っています。最終的には中体連の制度改正を求めていくべき、場合によれば香川県で優勝しても四国大会、全国大会に出場する道は途絶えるかもしれませんが、全国のルールに従わなければいけないので、香川県のルールーだけでも改正できるようにお願いしていかないと、やりたいスポーツが中学校の段階でで出来ないあきらめなければいけないと言うのは悲しいと感じます。

向山委員さんからもいろいろとご意見をいただきましたが、内容につきましては指針という形でありますので運用に関しては更に細かくつめないといけないと思っています。昨日、香川県が発表したガイドラインの案は県の教育委員会でも年度内に策定する計画だそうです。この内容は大きな事しか項目にあげていないので、市としてはそれとある程度調整を図りながら、どの程度まで指針の中に盛り込むかと言うことになってきます。全ては盛り込めないと思いますが入れれない部分について詳細は運用の中に手引きなりを作成して運用していく必要があると思います。本日はお答えができないと思いますので報告ということにさせていただいて、ご意見を伺いながら修正を加えて本市においても出来れば年度内に策定を目指していきたいと考えております。

○　大久保委員　　　８ページの外部指導者（運動部活動）とありますが、文化部の方も少しは入れた方が良いのではないかと思います。文化部の関係ではお琴やお茶など小学校の時にしていて、中学校でやむを得ずやめないといけない場合もあると思うので、そういうことも考えていただけないかと思います。チームでなくてもできるものもありますので。外部指導者での対応でしたい子がいれば部を作ってもらえるように付け加えていただけたらと思います。顧問を指導者といっていたり、指導者（外部指導者）と書いてあったり６ページのところですが、また指導者だけのところもあり、文書の中の見分け方が分かりにくいと思いました。２ページの部活動の意義では、部活動は学校教育の一環として取り組まれ、という言葉がすごく重いと思うんです。放課後だけを利用する部活動と形を変えて、英語の授業をするにしても英語の枠を増やさずにいろいろ工夫し時間を作っているように、部活動も授業の中の時間を少しづつなんとかして少し先生方の負担も軽減しコマがつくれないのかと思いますがなんとかならないのでしょうか。

○　向山委員　　　　学校も授業数、時間が決まっていますからね。

○　大久保委員　　　英語でモジュールをつなぎ合わせたり出来ているのでなんとかならないんでしょうか。

○　向山委員　　　　小学校はクラブ活動という時間が入っていると思いますが、中学校は無理だと思います。

○　教育長　　　　　先ほども出ていましたが、たとえば水曜日を空けてしまうとか練習を入れないとか中学校の部活動以外の活動を入れて、委員会の活動をしたり地域の中で活動をしたりとか他の活動をすると言うことでいくだろうこと思いますが、昔は部活動だけで中学生は地域のことも何も知らないと言う感じでしたが、今はそんな生活は社会人になった時に非常に困る、幅広い視野が持てないのでいろんな事をするということで、大久保委員さんがおっしゃった時間をうみ出すことは非常に難しいですね。

今、小学校で午前中５時間授業をしているところもありますが、５時間目が終わったら12時40分ぐらいで、そこから給食して放課後昼から使えていいですと言うけれど、朝から５時間の授業をするというのは子どもにとったら非常にきついです。そんなふうにすれば時間は確保できると思いますが。工夫はすればいいと思いますが土曜日、日曜日も子ども達は忙しいし、夏休みもいっぱい入っていますし、なかなか時間の取り方が難しいです。

○　久保課長　　　　文化部の活動につきましては部活動ガイドラインの策定は、国からも運動部活動ガイドラインをベースに動きだしていますので、本市も一部文化活動のことも書いていますが、ウエイトはほぼ運動部のことを書いています。今後そのあたりのことも考えたいと思っています。指導者の表現につきましては、文章の中の表現について充分精査したいと思います。

○　向山委員　　　　部活動ガイドラインができたら今度はスポーツ少年団の関係もしていかないとと思いますが。練習日数や県外への練習試合のことなど。

○　教育長　　　　　スポーツ少年団は、昨日の話の中にありましたが、今後は一貫校の９年で考えて行くスタイルなので、スポーツ少年団とか社会体育など全体に生涯スポーツとして考えていきましょうという考えが基本的にいるであろうと思います。本当に自分が一流のアスリートになろうとする子は止められないので、そのやり方は保障して行かなければという考えがあったり、いろんなことを経験して中学校へつないでいく。

これについては今後検討しながら進めていきたいと思いま

　

■日程第１４・１５・１６・１７については非公開とする。
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